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○ 独居高齢者等の見守りシステムの例 

・ 一人暮らしの高齢者に

は、定期的な安否確認

はもちろん、相談相手

や緊急時の連絡、訪問

セールスへの対応等、

様々な視点から見守り

が必要。 

・ これらの支援は地域で

取り組むべきであり、

同じ地域で暮らす職員

の顔を見ながら話すこ

とにより、単なる孤独

感・疎外感からの脱却

はもちろん、地域へ出

て行こうとする気持ちが

生まれてくる。 
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〈左図説明〉 

・ 動画での通信となるので、手話にも

対応でき、タッチパネルの採用によ

り画面に直接文字や絵を描いて送

ることも可能。 

・ このシステムにおいても、見守り者

には障害者を雇用することで障害

者就労支援に貢献。 

・ 通信料はインターネット光回線利用

料（定額）であり、電話通話料は不

要。 

 

 

 

課 題 

○ 技術イノベーションをソーシャルイノベーションへ 

・ 技術革新が市場を生み出し社会を変える。（市場が生まれなければ社会は変わらない。） 

・ 障害者雇用の促進を合わせて行うなど、障害者や高齢者も社会の一員として巻き込んだ考え方

が必要。 

 

○ 学校等の見守りシステムの例での課題 

・ 学校や保育所側で見守りシステムを導入したくても、初期導入費の予算がないところが多い。貸

付制度等の支援策が必要。 

 

○ 「緊急通報・見守り」システムの開発 

・ 現在のインフラ整備状況を踏まえ、インターネット光通信を活用した「緊急通報・見守り」システム

の開発が必要。 

・ 開発したシステムの普及

への支援策等が必要。 

・ 「緊急通報」は広域、「見

守り」は地域単位での体

制整備が必要。 

・ 災害時の支援システム

への発展も視野に入れ

た開発が必要。 
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